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芸術文化に親しみ，豊かな文化生活の向上と発展をはかるため.毎年実施している芸術祭が� 1月 ・12
日の両日，住民福祉センターと図書館で開催され，� 700人余りの入場者でにぎわいました。

写真，書道，絵画.手工芸や文芸作品:生花など文化協会員.女性会員や小・中学生の力作620点が展示

され，女性会コーナーでは.不用品交換即売会やパサー-体脂肪の測定が人気を呼んでいました。� 

(世帯数) 2.071戸 3.535人女�  3.818人計�  7.353人 (平成 8年12月末日現在)(人口)男

(出生)男1 女3 計4 死亡)男� 7 女6 計13 (転入)男 8 女5 計13 (転出)男 4 女7 計
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っ
て
社

一一一一 一一

回

平
成
九
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

、
自
衛
隊
に
派
遣
を
要
請
し
苦
か
ら
と
消
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
切

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

長

一

町

民

の

皆

様

な

ら

び

に

消

防

団

員

の

諸

君

に

二

一

口

私

た

ち

消

防

団

員

の

使

命

は

、

地

域

住

民

の

生

醐

恵

ご

あ

い

さ

つ

を

申

し

上
げ

ま

す

。

命

な

り

び

に

財

産

を

災

害

か

ら

守

り

、

も

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昨
年
は
山
林
火
災
が
会
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

四
件
発
生
し
、
特
に
立
川
地
区
の
山
林
火
災
に
っ
こ
の
出
初
式
を
契
機
に
さ
ら
に
決
意
を
新
た
に

脈

き
ま
し
で
は
、
地
上
か
ら
は
、
手
長
し
よ
う
が
す
る
と
と
も
に
、
今

一
度
気
を
引
き
締
め
、
町
民

言日

富

国

岡

国

圃

・

咽

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
消
防
団
員
を
は
じ
今
後
共
、
勝
浦
町
消
防
団
に
温
か
い
ご
支
援
と

一

司

め

、

地

域

住

民

、

各

方

面

か

ら

の

防
団
員
の
懸
命
の
消
火
活
動
を
展
開
し
鎮
火
す
る
す

5
7
5
ご
協
力
を
賜
り
ま 

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
上
げ
ま
す
。

-お
め
で
と
う

.

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

第
八
分
団

第
九
分
団

機

動

隊

ご
ざ
い
ま
す 

-
精
績
章

第
一
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

団団団団団

員 員員員員

豊原溝梯新
井内居

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

徳
島
県
知
事
表
彰

第
二
分
団
元
分
団
長

安
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰 生

家

道
雄

.
功
績
章

団団

員 員

吉東
田 f~

丈祥

-R



第
二
分
団

第
四
分
団

第

一

分

団

団

員

上

野

第
二
分

団

前

団

員

神

子

第

三

分

団

団

員

稼

勢

第

四

分

団

班

長

溝

内 

れました。 

¥J 

平成9年勝浦町消防団

出初式が 1月15日制勝浦

中学校クラウンドで勇壮

に行われ，永年消防活動

に携われた方々が表彰さ

秀和博哲 稔良輝 謙
明夫政宗 博作幸二忠、  

一一

な
い
状
態
と
な
り
、
香
川

・
高
知
県
へ
防
災
へ
リ
、
の
皆
様
の
ご
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、

一
層

一一

副
分
団
長

団

員

団

員

前
分
団
長

団

員

団

員

分

団

長

隊

長

大 古桑岩麻遠箆田
西山村本植藤 村

博岳好光 英忠文
巳史男博敏樹幸宣
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動九  f 八 ル七 リ ク
λ ノ、 - λ 五 三

分 分ク '分 ' 分ゲ 分ア云  γ 。5tλ 分y

隊 団団 団 団 団団 団団

隊団 団 団団団団団団団団団団団団団団団団団団
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

機第第 第 第 第第  
動九。八バ ル七リ ク

<ノ、 ， 五ゐ 三 ん
分分 ー 分 ' 分ゲ

h
〆分 〆 分〆

隊団団  団 団 団団

重明 常酉敏重和政 昌良 幸 良政隆博道雅仁
幸弘元男亮治夫文彦巌敏人 幸 宏宏紀 司 政 雄彦志

機第第 第 第 第第  

小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

団

長

森

内

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

-ご
く
ろ
う
さ
ま

-

第第

恵 

で
し
た

今
度
、
次
の
方
々
が
退
団
さ
れ
ま

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

第

一
分

団

前

団

員

宮
本

前

団

員

山

田

第
二
分

団

元

分

団

長

生

家

前

団

員

神

子

前

団

員

肥

田

前

団

員

寺

尾

前

団

員

東

前

団

員

蔀

前

団

員

米

津

前

団

員

桂

前
分
団
長
麻
植

元

班

長

山

下

前

班

長

岡

前

団

員

久

保

前
分
団
長
朔

元
副
分
団
長
小
林

前

団

員

麻

木

第

一
分

団

団

員

岸

上

好

男

第
二
分

団

団

員

橋

本

修

始

第
三
分

団

団

員

山

西

培

失

第

四

分

団

団

員

樫

原

護

第

五

分

団

班

長

野

上

洋

一

第

六

分

団

元

班

長

山

下

巌

第

七

分

団

分

団

長

加

々

美

久

信

第

八

分

団

団

員

岡

固

定

往

第

九

分

団

団

員

宮

本

祥

敬

機

動

隊

班

長

柳

津

裕

之

前

団

員

山

崎

前

団

員

高

瀬

元
分
団
長
福
田

前

隊

長

松

本

-よ
ろ
し
く

.

お
願
い
し
ま
す

一
月

一
日
付
で
次
の
方
々
が
入
団

さ
れ
ま
し
た
。

福

良

謙

司

若

木

隼

人

森

健

一

橋

本

弘

志

椎
野

豪

岡

本

成

史

林

守

信

政

泰

史

松

田

仁

志

高

田

敦

仁

増

井

慎

治

大

西

慶

吾

中
村

卓
史

高

井

紀

明

仲

田

浩

之

野

崎

修

二

尾
花

裕
史

岡

本

朋

大

福

野

守

松

浦

武

司

海
川

好
史 

(以
上
敬
称
略
)

国
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第

何

回

徳
島
駅
伝
ー太

l

l

‘

F

C

)
c
m A

A

スポーツ少年団胴去大会


~怜 
~ 

新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
抜
け
る
恒

例
の
徳
島
駅
伝
大
会
が
、
一
月
四
日

か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
行
わ
れ
ま

し
た
。今

年
は
、
二
日
目
の
徳
島
・
池
田

コ
ー
ス
で
雪
が
降
る
な
ど
、
寒
さ
の

中
で
の
レ 

ス
と
な
り
ま
し
た
が
、

感
動
と
数
々
の
名
場
面
を
残
し
て
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

ま
ず
初
日
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
中
・


高
生
の
頑
張
り
に
よ
っ
て
、
十
三
位


の
阿
波
郡
に
二
分
一
秒
の
差
を
つ
け


十
二
位
。


一
一
日
目
、
初
日
の
勢
い
を
そ
の
ま

ま
持
続
、
中
・
高
生
に
触
発
さ
れ
一

般
も
奮
起
し
、
十
三
位
阿
波
郡
と
の

ン
一
含
む
)
、
女
子
十
二
チ 

ム
(
オ
ー

真義早  浩
誠 E里律?人 史努  l...、 

A 穴吹中継所でタスキリレ をする石木(正)選手と

山平(和)選手

l

差
を
五
分
三
十
秒
と
伸
ば
し
、
三
日

目
チ 

ム
一
丸
と
な
っ
た
素
晴
し
い

走
り
で
、
阿
波
郡
に
十
五
分
四
十
秒

の
差
を
つ
け
総
合
十
二
位
。

こ
れ
ま
で
、
三
日
間
の
内
一
日
も

最
下
位
と
な
ら
な
か
っ
た
年
は
な
く
、

こ
の
よ
う
な
記
録
を
残
せ
た
こ
と
を

選
手
並
び
に
関
係
者
一
同
非
常
に
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

数
年
前
か
ら
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ


さ
れ
た
駅
伝
と
選
手
不
足
の
中
で
の


今
回
十
二
位
は
、
全
員
の
力
で
粘
り


強
く
走
り
ぬ
い
た
結
果
で
あ
り
、
選


手
の
み
な
さ
ん
の
ご
健
闘
を
称
え
ま


す。

ま
た
、
今
大
会
に
際
し
て
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
後
援
会
の
方
々
を

は
じ
め
、
沿
道
各
所
で
ご
声
援
く
だ

さ
い
ま
し
た
町
民
の
み
な
さ
ま
に
、

山

平

和

也

畠

田

康

弘

〈敢
闘
賞
〉

石
木
正
昭

猪

谷

友

之

谷

寛

樹

〈努
力
賞
〉

石
木
和
幸

前

田

郁

美

〈新
人
賞
〉

市

原

賦

之

朔

加

奈

恵

〈感
謝
状
〉

石
木
正
一

岡 市 蔀押石 藤木
本 原 栗田 木原

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

a日和佐高校前を再スタートする柳田選手

l

十
二
位
勝
浦
郡
チ 

ム

今
大
会
に
・
お
い
て
大
会
長
か
ら
次

l

l

ム
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

ム
努
力
賞
〉

の
チ 

大
島
尚
樹
(
ク
レ
イ
ン
勝
浦
)
ど

ω

岡
本
順
示
(
生
比
奈
ミ
ニ
パ
ス
)
ど
閃

橋
本
佑
司
(
横
瀬
ミ
一
一
パ
ス
)
ど 

ω

一
月
十
九
日
、
星
谷
運
動
公
園
で

勝
浦
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
チ
ー

ム
は
、
男
子
十
八
チ 

ム
(
オ
ー
プ

l

プ
ン
二
含
む
)
。

古

田

祐

樹

椎
平
孝
夫
(
坂
本
フ
ァ
イ
タ

(
女
子
)

優

勝

横

瀬

二
位
生
比
奈
少
女
パ
レ

J

V

C

A

(

F

C

寒
風
の
中
、
元
気
よ
く
走
り
出
し

陽
子

た
選
手
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

三
位
上
勝
ラ
ビ
ッ
ト

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
男
子
)

優
勝
生
比
奈
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

二
位 

上
勝

三
位
横
瀬
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

(
個
人
表
彰
者
)

伊
丹
敏
雄
(
横
瀬
ミ
ニ
パ
ス
)
ゲ
必

木
原
佑
介
(
ク
レ
イ
ン
勝
浦
)
ゲ
日 

山
川
泰
輝
(
生
比
奈
ミ
ニ
パ
ス
)
ゲ
目

上
岡
辰
也
(
生
比
奈
ミ
ニ
パ
ス
)
ど
∞

柳

谷

彰

敏

(

F

C

上

勝

(
個
人
表
彰
者
)

押
栗
佑
香
(
横
瀬 

ゲ
必

美
馬
希
美
(
横
瀬
ミ
ニ
パ
ス
)
ゲ
日

J
V
C
)

〈三
日
間
チ 

押
粟
寿
美
(
横
瀬

呑
口
祐
子
(
横
瀬

前
田
優
希
(
生
比
奈
少
女
パ
レ

ま
た
、
団
長
・
郡
陸
協
後
援
会
長

か
ら
次
の
町
内
選
手
並
び
に
関
係
者

小
西
諭
有
子
(
生
比
奈
ミ
ニ
パ
ス

山
崎
あ
ゆ
み
(
上
勝
ラ
ビ
ッ
ト

に
各
賞
等
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〈特
別
優
秀
選
手
賞
〉

駒

津

普

司

柳

田

峠
あ
ゆ
み
(
上
勝
ラ
ビ
ッ
ト

美
馬
良
美
(
横
瀬

中
田
恵
理
(
生
比
奈
少
女
パ
レ 

ど
日

J

V

Cl
)

山

平

里

美

柿

原 

元気よくスター卜

空豆国〉


A

¥J  

昌敏
典文  

¥J  

固

上
勝
)
ど

ω

ズ
)
ど
閃

ll
A

ど
閃

J
V
C
)
4
m

J
V
C
)

ど
ロ

)
U
M

)
r
u

)
U
U

)
U
U

l
)
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早
春
の
日
差
し
を
十
分
に
沿
び
て

勝
浦
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら

楽
し
い
健
康
、
体
力
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

-

期

日

平
成
九
年
三
月
九
日
制

午
前
九
時
か
ら
(
悶
天
決
行
)

-
集
合
場
所

勝
浦
町
大
字
星
谷

星
谷
運
動
公
園

-
参
加
資
格

各
コ 
l
ス
完
走
で
き
る
健
康
な
人

-

種

目

①
一

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ 

②
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ	 

ス

小
学
生
・
中
学
生
以
上
男
女

③
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ	 

ス

三
十
九
歳
以
下
・
四
十
歳
以
上

男
女 

④
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ 

ス

男
三
十
九
歳
以
下
・
男
四
十
歳
以

上
・
女
性
の
部

⑤
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン	 

(四
二

・
一
九
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル 
)

男
三
十
九
歳
以
下

・
男
四
十
歳
以

上

・
女
性
の
部

今
回
は
七

・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

周
回
コ 

ス
を
使
用
し
て
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
を
行
い
ま
す
。
給
水
、
軽
食
、

〈申
込
先
〉
一 
七
七

一
|
四
一
一一

計
時
も
七
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と

に
行
う
予
定
で
す
。
体
調
が
悪
く
な

勝
浦
町
教
育
委
員
会

れ
ば
リ
タ
イ
ア
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

八
八
五
四 
|
二
|
二
五

一一

-

参

加

料 

空豆聖〉


勝浦川マラソン大会


広見主党員手


二
千
円 

(勝
浦
郡
内
の
中

・
高
校
生
は
無
料
) 

三

1
十
キ
ロ
コ
ー
ス
参
加
者

一
般
二
千
円
高
校
生
以
下
千
円

小
学
生
以
下
無
料

O
一
・
五
キ
ロ
コ
ー
ス

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者

無
料 

(表
彰
な
し 
) 

(小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
搬
送
の

こ
と 
)

-
参
加
申
込

一一
月
二
十
八
日
働
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国

宮 

勝
浦
町
商
工
会

だ
よ
り

勝
浦

山
川

が
送
ら
れ
た
。 

0
0
0
0
1
2

0
×

一
4

〈片
山
監
督
談
〉

n
u
n
u
-
q
u

今
大
会
は
、
予
選

一
回
戦
か
ら
決

勝
戦
ま
で
の
八
試
合
の
う
ち
七
試
合

が

一
点
差
と
い
う
好
試
合
が
続
い
た
。

選
手
た
ち
に
は
、
試
合
を
重
ね
る

た
び
に
目
に
見
え
な
い
力
が
生
ま
れ

精
神
的
な
強
さ
が
育

っ
て
き
た
よ
う

l

に
思
う。

決
勝
戦
で
は
敗
れ
た
も
の


の
、
選
手
た
ち
の
心
に
「
や
れ
ば
で


き
る
」
と
い
う
自
信
が
で
き
た
大
会


で
し
た
。


ま
だ
ま
だ
技
術
的
に
は
未
熟
な
所

も
多
い
チ 

ム
で
す
が
、
し

っ
か
り

練
習
し
、
も
う

一
回
り
大
き
な
チ
ー

ム
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

|
県中学校軟式野球秋季リーグ中央大会� | 

V
決
勝

五
回
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
勝
中

ナ
イ
ン
は
中
央
大
会
へ
進
出
。
準
々
、

準
決
勝
と
も
に
接
戦
の
末
勝
ち
抜
き
、

一
月
二
十
五
日
優
勝
を
か
け
て
山
川

中
学
校
と
対
戦
し
た
。

勝
中
は
二
回
、
二
つ
の

ス
ク
イ
ズ

と
敵
失
で
三
点
を
先
制
し
ス
タ
ン
ド

の
大
応
援
団
も
大
喜
び
。
し
か
し
、

中
盤
追
加
点
を
奪
え
ず
六
回
に
同
点

健闘たたえ拍手の波

年
齢
制
限
な
し

と
さ
れ
、
延
長
八
回
、
粘
る
山
川
中
に


惜
し
く
も
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫
し
た
。


そ
れ
で
も
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
を

埋
め
つ
く
し
た
大
応
援
団
か
ら
は
、

選
手
た
ち
の
大
健
闘
に
大
き
な
拍
手

勝
浦
町
商
工
会
で
は
、
毎

年
夏
と
冬
に
皆
様
の
日
頃
の

ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
売
出

し
加
盟
屈
に
よ
る
大
売
出
し

を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
末
の
売
出
し
に
つ

い
て
は
、
一
月
九
日
に
町
長

を
迎
え
、
抽
せ
ん
会
を
行
い

ま
し
た
。

当
せ
ん
券
に
よ
る
お
買
物

期
聞
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

一
月
十
七
日

1
二
月
四
日

今
後
と
も
町
内
の
お
屈
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

固

MUS04
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-

俳

句

蝋
梅
の
咲
き
初
む
花
に
落
つ
雫

橋
工
事
変
わ
る
街
並
年
の
暮
れ

坂

本

美

馬

直

枝

短
日
や
交
わ
す
挨
拶
気
忙
し
く

坂

本

椋

井

輝

子

子
の
帰
り
待
ち
わ
ぶ
母
に
日
の
短
か

坂

本

新

居

和

短
日
や
急
ぐ
家
路
に
枯
れ
葉
舞
う

小
春
日
や
障
子
に
う
つ
る
干
し
菜
か

げ

坂

本

椎

野

音

次

一
生
を
働
き
老
い
て
干
菜
か
な

短
日
や
晩
鐘
を
背
に
鍬
洗
う

坂

本

仙

才

良

子

干
菜
す
る
祖
母
の
両
手
は
献
だ
ら
け

短
か
日
や
鳥
も
急
ぎ
巣
に
帰
る

坂

本

中

山

治

狩
り
人
の
自
慢
話
し
ゃ
ぼ
た
ん
鍋

短
日
や
ト

ン
、
不
ル
ハ
ウ
ス
張
り
終
え

ぬ

坂

本

新

居

雄

彦

帰
省
夜
を
友
と
語
り
て
ぼ
た
ん
鍋

軒
下
の
干
し
菜
く
ぐ
り
で
廻
り
朕

坂

本

池

谷

武

久

剣
山
の
主
と
呼
ば
れ
て
ぼ
た
ん
鍋

登
山
家
の
遺
品
と
な
り
し
冬
帽
子

坂

本

仙

才

清

四
ツ
辻
の
地
蔵
も
赤
き
冬
帽
子

短
か
日
や
宿
坊
ま
で
は
あ
と
二
丁

坂

本

新

居

晋

退
院
の
声
弾
ま
せ
て
冬
日
和

橋
一
つ
渡
れ
ば
寒
き
村
で
あ
り

三
渓
中
山
い
く
子

焚
火
し
て
少
年
野
球
始
れ
り

如
月
や
南
天
の
実
を
薬
に
と

横
瀬
日
下
智
世
子

初
日
の
出
後
幾
度
の
初
日
の
出

初
光
り
花
満
開
の
蘭
に
照
る

横

瀬

呑

口

精

一
郎

外
孫
も
揃

っ
て
共
に
祝
ふ
屠
蘇

合
す
掌
に
吐
く
息
白
き
初
詣

中

山

谷

尻

笑

山

紅
葉
し
た
蛮
柑
の
山
も
青
く
な
る

蜜
柑
取
り
写
し
た
写
真
子
に
送
る

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

母
の
後
追
う
幼
子
の
息
白
し

正
月
や
母
の
白
髪
を
そ

っ
と
結
い

星

谷

上

岡

久

子

新
聞
の
イ
ン
ク
の
匂
い
三
日
過
ぐ

軒
下
の
頭
あ
ち
こ
ち
初
す
ず
め

生

名

石

田

白

萩

北
を
背
に
棚
田
の
畦
の
青
み
初
め

野
の
花
の

一
輪
の
床
春
の
宿

生

名

倉

橋

テ

ル

初
春
や
里
は
平
穏
に
鳥
の
声

ふ
と
目
覚
め
想
出
更
け
る
夜
長
か
な

生

名

小

西

典

子

紅
よ
り
も
白
が
艶
め
く
寒
椿

春
を
待
つ
野
に
停
年
の
無
き
く
ら
し

生

名

丸

山

香

月 

氏
神
を
守
る
阿
件
や
年
の
暮

此
の
夢
は
秘
め
て
聖
夜
の

一
人
酒

生

名

滝

口

松

月

山
嶺
牙
々
更
け
に
し
夜
や
冬
の
月

穂
す
す
き
が
棚
田
を
覆
う
過
疎
の
町

中

角

豊

田

要

助

雪
冷
の
梅
を
干
し
た
る
今
朝
の
夢

正
月
の
弱
き
陽
を
追
う
介
護
夫

中
角
岡
本
は
つ
え

初
穂
二
声
高
く
森
に
去
る

餅
掲
く
や
ゆ
で
と
る
手
先
草
の
色

沼

江

中

井

清

二
郎

※
「
俳
句
を
ひ
ね
る
」
「
一
句
ひ
ね
る
」

と
よ
く
い
わ
れ
る
し
広
辞
苑
に
も
登

載
さ
れ
て
い
る
が
、
寓
生
に
よ
る
発

見
、
そ
の
感
動
と
驚
き
を
十
六
音
字

に
凝
縮
し
た
省
略
の
文
章
が
俳
句
で

あ
っ
て
「
ひ
ね
る
」
と
い
う
表
現
に

は
好
感
が
も
て
な
い
。
真
面
目
さ
が

無
い
気
が
す
る
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。

(係 

)

一
一
月
五
日
締
切
り
短
歌
一
人
一
首

三
月
五
日
締
切
り
川
柳
一
人
二
句

あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

詩
の
こ
み
ち


短
歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集


あ
て
先
横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ


短
歌
一
人
一
首

川
柳
一
人
一
旬

あ
て
先

中

角

豊

田

明

俳
句
一
人
二
句

締
切
り

い
づ
れ
も
二
月
二
十
日

〈半
紙
の
部
〉

新春夢くらべ書初展

一出品点数 616点一

新
春
を
飾
る
夢
く

ら
べ
書
初
展
は
、
文

字
文
化
の
高
揚
と
町

お
こ
し
の
推
進
に
役

立
て
よ
う
と
、
新
春

書
道
展
実
行
委
員
会

の
企
画
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

出
品
作
品
六
百
十

六
点
は
、
一
月
中
、

町
内
九
か
所
の
協
賛

会
場
に
巡
回
展
示
し

好
評
で
し
た
。

特
別
賞
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

小
一
岩
本
み
ほ

小
三
松
村
香
菜

小
五
上
田
佳
奈

中
一
山
平
由
美

小
二
池
内
り
な

小
四
福
岡
七
月

小
六
美
馬
希
美

中
二
岡
本
陽
子 

¥) 

¥..../ 

中

三

小

関

裕

美

高

校

大
学
一
般
手
水
鶴
翠

長
通 

1券

〈条
幅
の
部
〉

小

一

中

西

ゅ

う

小

二

高
井
か
な

小
三
玉
置
み
き
小
四
寒
山
麻
美

小
五
中
田
智
子
小
六
穏
台
ま
ゆ
み

中
一
栗
城
明
日
香
中
二
前
田
華
奈

中
三
福
本
美
晴
高
校
森
川
美
紀

大
学
一
般
駒
津
夏
枝

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



A
7

『¥

r--¥ 

22 

勝
浦
中
学
校
三
年

増

田

友

紀

か
ら
七
年
程
前
、
初

め
て
消
費
税
と
い
う
も
の

が
実
施
さ
れ
た
時
は
、

「
何
ほ
れ
。
何
で
ほ
ん
な

ん
払
わ
な
あ
か
ん
の
だ
ろ
。

め
ん
ど
く
さ
い
な
あ
己

と
、
よ
く
思

っ
て
い
た
も

の
で
し
た
。
そ
れ
で
、
六

年
生
ぐ
ら
い
の
時
母
に
、

「
消
費
税
払
わ
な
い
か
ん
け
ど
、

払

っ
た
そ
の
お
金


っ
て
ど
こ
に
い

っ
き
ょ
ん
?
」


と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、


「
み
ん
な
が
勉
強
し
よ
う
教
科
書
や
病
院
建
て
た
り

学
校
改
築
す
る
お
金
全
部
、
母
さ
ん
達
が
払
い
よ
う

税
金
で
で
き
と
ん
じ
ょ
己

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
何
と
も
思
わ

ず
た
だ
払
っ
て
い
た
消
費
税
が
私
達
の
た
め
だ
と
知

っ
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
初
め
て
税
金
の
大
切
さ
が

分
か
り
ま
し
た
。

も
し
、
税
金
が
な
く
、
病
院
や
施
設
が
建
て
ら
れ

な
か
っ
た
ら
、
お
年
寄
り
ゃ
体
が
不
自
由
な
人
は
と

て
も
困
る
で
し
ょ
う
。
け
が
を
し
て
も
十
分
な
治
療

も
う
け
ら
れ
ず
、
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
税
金
の
お
か
げ
で
設
備
の
整

っ
た
施
設
で
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
を
し
て
体
の
不
自
由
な
人
も
、
快
適
な

生
活
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
税

金
は
私
達
の
社
会
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

私
達
は
よ
く

一
円
玉
を
無
駄
に
し
ま
す
。
ど
う
せ

一
円
ぐ
ら
い
い
い
や
、
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
そ
ん

な
小
さ
な

一
円
が
消
費
税
と
し
て
使
わ
れ
、
私
達
の

た
め
に
な
る
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
く
の
で
す
。
た

っ
た

一
円
で
す
が
た
く
さ
ん
集
ま
れ
ば
、
大
き
な
お

金
と
な
り
、
そ
の
お
金
で
住
み
よ
い
環
境
に
変
え
て

い
っ

戸て
い
る
の
で
す
。
小
さ
な
一

円
玉
だ
け
ど
、
そ

の
一
円
が
与
え
て
く
れ
る
力
は
す
ご
い
大
き
い
も
の

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

二
十

一
世
紀
、

私
達
は
大
人
に
な
り
、
税
金
を
納

め
る
側
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
自
分
の
納
め
た
税
金

で
町
が
住
み
よ
い
き
れ
い
な
環
境
に
な

っ
た
ら
す
ご

く
う
れ
し
い
で
し
ょ
う
。
ね
た
き
り
だ

っ
た
老
人
の

病
気
が
治
り
、
元
気
な
笑
顔
を
見
れ
た
ら
す
ご
く
う

れ
し
い
で
し
ょ
う
。
自
分
の
納
め
た
税
金
に
よ

っ
て、

社
会
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
こ
ん
な
に
う
れ
し

い
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
私
達
が
納
め
た

税
金
に
よ

っ
て
公
共
物
が
建

っ
て
い
る
と
分
か
れ
ば
、

み
ん
な
も

っ
と
公
共
物
を
大
切
に
す
る
で
し
ょ
う
。

私
は
、
私
達
の
社
会
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
税
金
に

感
謝
し
、
豊
か
な
日
本
の
未
来
の
た
め
に
、
き
ち
ん

と
納
税
で
き
る
り

っ
ぱ
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。 

宮田園園圏圃圏国圃圏 

入場無料置圏圏

。相続登記はおすみですか

相続登記をせす放置しておくと権利関係	 講 ;寅
が複雑に芯り後日さまざまなトラブルが ー

発生します。 .I相続と高齢者の財産管理」
相続登記はお早めにすませましょう。 日本司法書士会連合会

成年後見詰

講師

。相続の手続きと税の悩みに司法書士・税
IJ度創設推進委員会委員

理士・公証人がお答えします。 司法書士成田康 本支

。日時	 平成� 9年� 2月15日出

相談 午前10時~午後4時(受付締切り� 3時)

講演午後� 1時30分 ~

。場所	 徳島県郷土文化会館 4階

。主催徳島県司法書士会

お問合せは宮(0886)-1865まで

回

MUS04
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税に関する作文シリーズ
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リ

LE

¥ 

女
池
の
坊 

(立
華
)

谷
口
先
生
グ
ル

ー
プ

二

十

六

名

大

作
六
杯

新
春
の
め
で
た
さ
を
松
、
竹
、
梅

椿
(
椿
は
春
の
木
の
合
成
文
字
)
の

花
材
で
表
現
し
て
み
ま
し
た
。

ぐ寿を春新

女
大
景
流

大
山
先
生
グ
ル

ー
プ

五

名

五

杯

早
春
の
生
気
を
も
え
出
づ
る
草
花

に
よ
っ
て
表
現
し
て
み
ま
し
た
。

生気天に昇る

女
未
生
流

笠
木
先
生
グ
ル
ー
プ

十
五
名
二
十
八
杯

深
山
、
麓
、
野
原
の
早
春
を
古
木

松
、
草
花
で
表
現
し
て
み
ま
し
た
。

一出品にご協力ください一 

2月25日から町民の身近なスナップ写真展を開催いたし

ます。自然の風景.祭りなど年中行事.おじいちゃん・お

孫さんなど明るくほほえましい写真などご応募してくださ

ることをお待ちしています。ぜひご協力ください。 

※ 2月15日までに氏名.住所，電話番号を明記の上， 図書

館にご持参ください。 
深山春浅くして山村春天に満つ

勝
浦
町

芸
術
祭

第
二
会
場
(
図
書
館
)

終
日
盛
況

小
・中
学
生
の
書
道
、絵
画
を
中
心

と
し
た
作
品
。
生
涯
教
育
の
一
環
と
し

て
一
年
間
の
成
果
を
一
堂
に
会
し
た

陶
芸
作
品
。
そ
し
て
毎
年
所
狭
し
と
飾

ら
れ
る
生
花
の
数
々
。

以
上
三
部
作

が
図
書
館
全
館
を
利
用
し
て
一
月
十

一
日

・
十
二
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
展
示
公
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
伺
と

言
つ
で
も
春
を
彩
る
生
花
の
生
気
と

艶
か
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
例
年
に
な
い
大
作
が
目
立
ち
、
各

流
派
の
親
和
と
団
結
を
内
に
秘
め
、

美
を
追
求
し
、
い
か
に
表
現
す
る
か

の
苦
心
の
跡
も
偲
、
ば
れ
る
。
あ
る
も

の
は
枯
淡
静
寂
な
早
春
の
幽
谷
に
見

る
人
を
い
ぎ
な
い
、
あ
る
も
の
は
百

花
練
乱
の
春
の
息
吹
き
を
陶
酔
さ
せ

る
な
ど
、
勝
浦
町
女
性
パ
ワ
ー
は、

万
骨
枯
れ
若
草
も
敷
き
に
よ
し
な
き

早
春
に
新
春
の
閉
幕
を
飾
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

未
生
流

高
田
先
生
グ
ル
ー
プ

十

二

名

十

五

杯

も
え
出
づ
る
春
の
息
吹
き
と
新
年

の
清
ら
か
さ
を
白
磁
の
器
に
生
け
て

勝浦町民写真展示会の

お知らせ

み
ま
し
た
。

嵯
峨
御
流

に
託
し
て
。 

内
容

グ 

フ
ィ
の
サ
ッ
カ
ー
大
好
き

-R -R



l

行

事

と

休

館

日 

撃を去りて清香満つ

こ
ど
も
映
画
会

9
日
(
日
)

午
後
2
時
か
ら

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

お
は
な
し
会
(
か
み
し
ば
い
)

石
田
先
生
グ
ル

ー
プ

九
名

二

杯

幻
日
(
日
)


午
後
2
時
か
ら


図
書
館
2
階
視
聴
覚
室


女
勝
浦
町
民
写
真
展

お
日
か
ら
3
月

5
日
ま
で

安
徳
島
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
目

ロ
日

・
初
日

女
休
館
日

3
日
・
叩
日

・
口
日

・
μ
日

・
お
日

。


老
梅
と
清
い
水
と
の
出
会
い
を
花里 栄 花山

¥J 

-期日 平成  9年 2月25日から 

3月 5日まで

-場所 勝浦町図書館  2階 

00日ロ
DOD~ヲ


国

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
テキストボックス
勝浦町民写真展

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



;同和問題啓発標語ポスター� j

年 年 年

じ� め」 》帯広r '¥ 

1「し
 

ー

勝

浦

中

学

校

|

山
川
聡
子
さ
ん
の
作
品

安
東
由
佳
さ
ん
の
作
品

増
田
友
紀
さ
ん
の
作
品

い
じ
め
に
よ
る
自
殺
が
す
ご
く
多
く
て
、 

'し、

「
い
じ
め
」
。
近
年
、

に
残

っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
初
め
て
い
じ
め
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た

時
、
「
ど
う
し
て
い
じ
め
を
し
た
の
か
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
私
自
身
も
い
じ
め
を
し
て
い
た
の
で
す
。

小
学
校
の
頃
、
太
っ
て
い
る
子
に
対
し
て
、
「
デ
ブ
」
と
か
「
嫌

な
子
」
と
か
言

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
子
の
机
を
運
ぶ
時
な
ど
、
じ

ゃ
ん
け
ん
を
し
て
、
負
け
た
子
が
運
ん
で
い
ま
し
た
。
今
さ
ら
後
悔

し
て
も
遅
い
の
で
す
が
、
す
ご
く
罪
悪
感
が
残

っ
て
い
ま
す
。
私
も
、

友
達
と
ケ
ン
カ
し
て
、
無
視
さ
れ
て
い
た
時
が
あ

っ
た
か
ら
、
い
じ

め
ら
れ
る
子
が
ど
ん
な
に
悲
し
い
か
わ
か

っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
で

も
い
じ
め
る
の
を
や
め
た
ら
、
今
度
は
私
が 
:
:
:
と
い
う
恐
怖
心
が
あ

り
、
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
と
て
も
弱
い
人
間
で
し
た
。

陰
で
悪
口
を
言
う
の
も
差
別
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
し
て
陰
口
が
、

一
番
心
を
傷
つ
け
や
す
い
も
の
な
の
で
す
。
差
別
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
で
、
「
悪
口
」
の
こ
と
は
、
絶
対
、

一
番
に
出
て
き
ま
す
。
「
悪
口

は
悪
い
事
」
と
い
う
こ
と
は
、
み
ん
な
わ
か

っ
て
い
る
の
で
す
。
で
も

わ
か

っ
て
い
て
も
、
行
動
で
は
な
か
な
か
実
行
で
き
ず
、
二
、
三
人
の

グ
ル
ー
プ
で
、
「
あ
の
子

っ
て
:
:
:
」
と
言
い
合

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
を
治
す
に
は
、
相
手
の
立
場
に
立

っ
て
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ
し
、

一
人

一
人
が
よ
く
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
行
動
す
る
前
に
、
は

っ

と
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
す
ぐ
に
い
い
か
悪
い
か
く
ら
い
わ
か
る
は
ず

で
す
。
そ
し
て
、
悪
い
事
と
わ
か
れ
ば
、

一
緒
に
い
じ
め
を
し
て
い

る
人
た
ち
に
、
教
え
て
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
と

え
一
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
で
も
、
戦
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

差
別
の
問
題
を
、
「
私
は
、

差
別
な
ど
し
て
い
な
い

し
、
す
る
気
も

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
己
と
い
う
態
度
で
受

け
と

っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
そ
う
で
す
。
で
も
、
こ
う
い
う

態
度
の
裏
側
に
は
、
す
で
に
差
別
が
あ
る
の
で
す
。
自
分
は
差
別
的

な
行
為
を
し
て
い
な
い
と
思

っ
て

い
る
が
、
実
は
な
る
べ
く
か
か
わ

り
た
く
な
い
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
。
傍
観
者
的
、
ず
る
い
態
度
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
差
別
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
問
題

が
社
会
に
あ
ふ
れ
で
い
て
、
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
の
大
切
さ
が
叫

ば
れ
て
い
る
今
、
面
倒
な
問
題
を
避
け
よ
う
と
す
る
考
え
は
、
通
用

し
な
い
と
思
い
ま
す
。
か
か
わ
り
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
こ
そ
が

差
別
で
あ
り
、
ま
た
差
別
と
は
気
づ
い
て
す
る
も
の
よ
り
、
気
づ
か

ず
に
し
て
し
ま
う
も
の
の
方
が
多
い
の
で
す
。
気
づ
か
ず
に
、
心
の

か たりあうベー ジ

中
で
同
情
し
て
い
た
り
、
嫌
な
顔
を
し
て
い
た
り
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

最
近
で
は
、
十
代
向
け
の
雑
誌
に
、
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
や
、

い
じ
め
を
し
て
い
た
人
が
投
稿
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
は
、
お
互
い
頑
張

っ
て
い
こ
う
、
絶
対
、
死

は
選
。は
な
い

っ
と
励
ま
し
合

っ
て
い
る
し
、
い
じ
め
を
し
て
い
た
人

は
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
事
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
な
ぜ
や
め
ら
れ

な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
後
悔
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
私
も
、
後
悔

し
て
い
る
の
で
す
。
私
は
、
も
う
後
で
後
悔
す
る
の
は
嫌
で
す
。
そ

し
て
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
同
情
す
る
の
も
嫌
で
す
。

だ
か
ら
、
苦
し
ん
で
い
る
子
を
、
は
や
く
見
つ
け
て
、

一
緒
に
悩
み

た
い
。
戦
い
た
い
で
す
。
い
じ
め
て
い
る
人
に
強
い
人
な
ん
て
、
い

る
わ
け
な
い
の
で
す
。
本
当
に
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
方
が
、

相
手
の
気
持
ち
に
敏
感
に
な
れ
る
の
だ
し
、
よ
く
わ
か

つ
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
も
し
、
今
も
い
じ
め
を
し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
も
う

一

度
、
鏡
を
見
て
考
え
直
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
し
て
い

る
こ
と
は
、
良
い
事
か
悪
い
事
か
。
自
分
よ
り
下
の
人
聞
を
作
り
、

自
己
満
足
を
し
て
、
自
分
自
身
が
ち

っ
ぽ
け
な
人
間
に
な

っ
て
い
い

の
か
。
誰
だ

っ
て
人
の
欠
点
は
、
す
ぐ
に
目
に
つ
き
ま
す
。
悪
口
な

ん
て
、
誰
に
だ

っ
て
言
え
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
、
い
ち
い
ち
言

っ

て
い
た

っ
て
、
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
長
所
、
素
敵
な
所
を
見

つ
け
る
こ
と
が
、
難
し
い
け
れ
ど
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

人
聞
は
だ
れ
で
も
、
大
勢
の
人
々
と
関
わ
る
所
で
行
動
す
る
時
、

他
の
人
々
の
思
惑
を
、
と
て
も
気
に
し
ま
す
。
「
失
敗
し
て
笑
わ
れ
な

い
よ
う
に
」
と
い
う
気
持
ち
が
働
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
周
り
の
人
と

同
じ
よ
う
に
し
て
お
け
ば
無
難
で
あ
り
、
少
し
不
合
理
で
あ

っ
て
も

周
り
を
優
先
し
よ
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
い
じ
め
も
同
じ
こ
と
で
、

自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
し
て
い
る
か
ら
、
私
だ
け
反
対
し
て
も
仕

方
な
い
か
ら
、
と
考
え
、
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
で
も
、
私
た
ち
は
、

自
分
自
身
で
考
え
る
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。
結
局
、
周
り
と
同
調
し

て
し
ま
う
こ
と
は
、
た
だ
、
責
任
転
嫁
を
し
た
が

っ
て
い
る
だ
け
で

す
。
自
分
の
眼
で
直
接
見
て
、
自
分
の
判
断
で
、
行
動
す
る
べ
き
で

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
多
く
の
人
が
と
る
に
足
ら
な
い
些
細
な
事
で
苦

し
む
こ
と
も
、
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
惰
性
で
生
活
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
不
条
理

が
な
い
か
ど
う
か
考
え
、
「
そ
う
か
な
」
「
本
当
か
な
」
と
い

つ
も
考

え
て
対
処
し
て
い
く
姿
勢
が
大
切
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
か
ら
)

回
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住民税・所得税の確定申告は
 
jE~b， -(-期限内に


¥」

回

住
民
税
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

自
ら
の
正
し
い
記
帳
に
基
づ
い
て
一

年
間
の
所
得
を
計
算
し
、
適
正
な
申

告
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す。
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た

申
告
を
し
ま
す
と
後
で
不
足
の
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
金
や

延
滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
正
し
く

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

-
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
5
な
い
人

①
一
般
の
人
の
場
合

平
成
八
年
中
に
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
、
雑
所
得
(
年
金
等
)
、
及
び

譲
渡
所
得
(
土
地
、
建
物
等
を
売
っ

た
場
合
)
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人

②
給
与
所
得
者
の
場
合

給
与
所
得
者
の
内
、
年
末
調
整
を


行
っ
た
人
は
、
そ
の
年
の
納
税
が
完


了
し
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の


人
は
、
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま


せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
申
告


を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


給
与
の
収
入
金
額
が
二
千
万
円
を

O

い
る
人

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る

年
末
調
整
で
扶
養
控
除
や
配
偶

O O
人者

控
除
等
を
誤
っ
て
申
告
し
て

い
た
人

な
お
、
申
告
を
し
な
く
て
も
よ

い
給
与
所
得
者
で
も
、
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る

人
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ

ま
す
。

-
申
告
に
必
要
な
も
の

①
税
務
署
か
ら
送
付
し
た
申
告
書

給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
う
け
て

を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
「
申
告

書
」
と
「
印
鑑
」

O	

②
給
与
な
ど
の
あ
る
方
は
、
「
源

泉
徴
収
票
」

③
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

は
「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

廃車手続きは確実に済ませましょう

超
え
る
人 

平成9年度住民税の所得申告及び所得税の確定申告日程表

(注)徳島税務署から，納税相談について呼出しを受けている方

は� 2月19日(水)，� 2月20日(木)，� 2月21日幽の� 3日間，勝浦町役場� 

2階会議室で申告納税相談を行いますので，指定された日時を確

認のうえ，必ず申告してください。

軽
自
動
車
税
は
四
月
一
日
現
在
所
有

の
軽
自
動
車
(
原
付
自
転
車
等
を
含
む
)

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
も
う
す
で
に
廃
車
し

た
軽
自
動
車
で
も
、
廃
車
の
手
続
き
を

し
な
け
れ
ば
、
今
後
ず

っ
と
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
だ
れ
か
に
売
っ
た
り
、
譲
っ

た
り
し
て
も
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、

同
様
の
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
二
五
∞
以
下
の
原
付
自
転

車
は
、
町
役
場
で
手
続
き
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
軽
四
輪
車
は
、
軽
自
動
車

協
会
、

一
二
五
∞
を
超
え
る
二
輪
車
は
、

四
国
運
輸
局
徳
島
陸
連
支
局
で
な
け
れ

ば
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
、
町
役
場
税
務
保
険
課 

月日(曜日) 該当地区 時間 場 所� 

2月17日(月) 沼江・石原 石原集会所� 

2月18日ω 山西・掛谷� JA生比奈支所� 

2月19日休) 生 名

午

勝浦町役場(2階� 1 2会議室)� 

同 上2月20日(木) 久 国

2月21日働 棚野・立川 前 同 上� 

2月24日(月)� ρ7、 山 九 今山集会所� 

2月26日休) 黒 岩 時 勝浦会館� 

2月27日(木) 中 角 農村婦人の家� 

2月28日幽 星 谷 午 星谷集会所� 

3月 3日(月) 中 山 後 中山集会所� 

3月 5日(水) +黄 瀬 四 農村環境改善センター� 

3月 6日(木) 与川内 時 同 上� 

3月 7日幽 坂 本� JA坂本事業所� 

3月10日(月) 坂 本 坂本集会所� 

3月12日(水) 全 四I 勝浦町役場(2階1.2会議室)� 

同 上3月13日休) 全 町

3月14日幽 全 回T 同 上

及
び
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
の
明
細
書

④
生
命
保
険
料
等
の
控
除
を
受
け

ら
れ
る
方
は
「
支
払
っ
た
保
険
料

の
証
明
書
」

⑤
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
ら
れ

る
方
は
「
支
払

っ
た
保
険
料
の
証

明
書
」

⑥
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け

ら
れ
る
方
は
「
登
記
簿
謄
本
」
、「住

民
票
の
写
し
」
、
「
請
負
契
約
書
」
、

「
金
融
機
関
が
発
行
す
る
借
入
金


の
年
末
残
高
証
明
書」


⑦

そ

の

他
「
会
計
帳
簿
」
、
「
収
支

の
証
拠
書
類
」
等

(
宮 

八
八
六
|
四
一
|
四
八

一
二
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

O

(
宮
二
|
二
五
一
三
)
、
軽
自
動
車
協
会

(
宮 

八
八
六
|
四

一
|
二 

一

ま
た
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島
陸
運
支
局

O

O

O
)
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『、

回

f捨てるゴミでも生かせば資制l 
2月あき缶回収日程表 〈シートベルトの着用〉� 

Oシー トベルトは，あなたと同乗者を守る命綱です。エア

回収日 地区 場 所

第 石原 桜 建 言受 事 務 所

一 沼江�  I召 江 集� ~ 所

月 掛谷 控ト '小O~ 集� lZLZ 所 前

曜 山西�  J A生樹比試奈験支場所上保り冷口庫)前
(果

日 中 角 農 キす 婦 人 の 家� 

( 3日) 。 馬越ゴミフェンス横

第 今山 今山橋北詰ゴミフェンス横

黒岩 運動場入口(小屋の横)月
曜 星谷 川口幸ーさん宅の貯蔵庫前
日

中 山� 7南 防 圭ロ士ロ 所 横(10日)

第 生名 東 中本 庵

一 。 島豆腐屋 さ ん前

月 久国 久 国 集� ;zdkz 所 裏

曜 棚野 河川敷ゲートボール場横

日 イシ パチンコ庖前道路南側�  
(17日) イシ 大 井 堰 碑 の 前

|日

横瀬 前� JII 集 ，zaz、 所

第 イシ 花棚宗ーさん宅東

四 イシ 広瀬清 さ ん宅東

月 。 小倉新平さん宅前三文路

曜 。� 農 協 跡 地

日 与川内� J A 与川内出張所�  

(24日) 坂本�  J A 坂本事業所横

。 消 防 圭ロ土口 所 横

パックは正しく シー トベルトを締めてこそ ，その機能を
 

100%発揮 します。しかし� r面倒だJ，r窮屈だ』等の理由


から締めない方がまだまだいます。ドライパーは，全員 


がシートベルトを着用したのを確認してから出発しまし 


ょフ。


〈道路の横断は細心の注意を〉� 

0道路を横断するときは，必ず一旦立ち止まり，左右の安

全を確かめてから渡りましょう。特に，夜間，高齢者が

道路横断中に跳ねられ死亡した事故は，畳間の約� 2倍発

生しており，また，左方から来た車に跳ねられる事故も

右方から来た車に跳ねられる事故の約2倍になっています。

車の速度は，横断者にはなかなか判断がつきませんが， ~\ 

時速70kmの車は� 1秒間に20m走り，� 1∞m離れていてもわ

ずか� 5秒で目前に迫ります。

片側� 2車線等の広い道路を

横断するときは，特に注意

しましょう。� 

0付近に信号機や横断歩道が

ある場合は，必ず信号に従

い，歩行者は横断歩道を渡

りましょう。� 

みん恕で防ごう住宅火災

働ー
テーブルの危険な忘れ物。

テーブルに誼き忘れたライ-9一。簡

単に火がつけられるから、子供にとって

は、面白いおもち村こなってしまうんだよ。

子供たちの子の届くところに、マッチ

やライターなどの火の元は、くれぐれも

置きっぱなしにしないでね。

+;肖子ちゃんから.
子供の火遊びによる火災が滅りません。大

人の責任で火の元をしっかり管理するとと

もに、火遊びの怖さを教えてあげてください

ね。

-電話のご相談もお受けします

宮� 0886-i"i"-!1i"14ιι uι Iu(直通)

相談日:月曜から金曜午前9時犯分-12時
午後1時-4時4ωナ(祝祭日;を除く)

・専門の相談員が親身に忽ってと棺談に応じます。

・弁護士相談日:(予約制・ 相談無料)


毎月第1第3水曜日午後1時-4時


社団法人 日本損害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター
徳島市西船場町1-14明治生命徳島ビル6階

交通事故相談日 不周永の引き取り日
日 時� 2月25日附

午後� 3時まで)
oにう133犬のF?-h

午前10時から午後 4時まで

(受付時間

場所 小 松島中央会館小松島市松島町� 5-6 
ft08853-2-2030 

相談員 藤本 浩 sr〉� 2月12日同� 
問い合わせ 交通事故相談所

徳島県庁 1階 ft0886-21-3200 
L斗fJ二ふ� 2月26日同

※お気軽にご相談ください。� ※登録している犬の場合|ま印かんと鑑札が必要です。

MUS04
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無料交通事故ご相談
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嫌気ろ床接触ばっ気方式

フ凶ロワー君、ちi主りi込まれる

守気合「十分4とあるti.患で
~帥材に付いて増処[)王
将~伎町1微生物I>i'えい 1;: 
ft/.J~;，号 ttを分解 L ます

トイレや台所などから流された汚水は，ま

ず嫌気ろ床槽に入ります。嫌気ろ床槽では，

汚水中の浮遊物が取り除かれるとともに，プ

ラスチック製のろ材の表面に付いた嫌気性微

生物(酸素のないところで繁殖する微生物)

が汚水に含まれる有機物を食べてくれます。

続いてもう一つの嫌気ろ床槽を通り，同じ

回

¥ー

分離接触ばっ気方式

持触材 I::f寸~iI.噌週 Lた
章子ItAさ句告をt生物坤「
ヌれを分解Lまず

処理をくりかえしてから，接触ばっ気槽に入

ります。ここには好気性微生物(酸素のある

ところでさかんに繁殖する微生物)が待ち構

えていて，ブロワーから送り込まれる空気の

助けをかりで，さ らに有機物を分解します。

こうしてきれいになった上澄みの水は消毒

槽で消毒されてから放流されます。有機物を

分解しながら増え続けた微生物は汚泥となっ

て沈殿槽に沈みます。このように，汚水が浄

化されるということは，汚れの成分が水から

取り除かれ，汚泥とし て浄化槽の中にたまる

ことです。この働きを維持させるために l年

に 1回清掃する(たまった汚泥を抜き取る)

ことが必要です。

また，嫌気ろ床槽のかわりに沈殿分離槽を

設けるタイフ。の合併処理浄化槽もありますが，

性能は同等です。

畑総水利用について(注意)

畑総給水栓及びメーター凍結について，朝・晩の

冷え込みが段々厳しくな っており ，年間数十箇所の

凍結で修理し，ご、負担を願っておりますから，凍結

には充分ご注意くださ p。また 3ヵ月に 1度メータ

ー検針員さんが廻られますので，給水栓及びメータ

ーボックスの周辺の整理・整とんのほどよろしくお

一勝浦土地改良区一

願いいたします。

なお，止水栓(メーター)から先の配管及び施設

については，各自で管理し，万一事故及び故障が生

じた場合，自己負担となりますので，充分ご注意し

認識してください。

MUS04
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の 9そ 

~、

1
v
h
~ 江

戸
時
代
の
農
業
を
教
え
る
本
の

中
で
「
や
せ
た
土
地
に
は
大
小
便
を

ま
き
な
さ
い
。
農
家
は
、
大
き
な
便

所
を
つ
く
っ

て
大
小
便
を
た
め
な
さ

い
。
そ
こ
に
は
台
所
や
風
呂
の
流
し

水
も
入
れ
な
さ
い
。
牛
や
馬
の
フ
ン

は
積
み
重
ね
て
お
き
な
さ
い
。
よ
い

こ
や
し
と
は
、
大
小
便
に
油
か
す
や

干
し
い
わ
し
を
ま
ぜ
た
も
の
で
す
。
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

作

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
堀
割
と
は
、
土
地
を
掘

っ
て

人
工
的
に
水
路
を
作

っ
た
も
の
で
、

水
は
け
を
良
く
し
た
り
、
舟
の
通
り

道
に
も
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
日
本
を
お
と
、ず
れ
た

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
大

都
市
と
同
じ
人
口
を
持
つ
江
戸
を
は

じ
め
地
方
の
町
々
が
清
潔
な
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は

日
本
人
の
き
れ
い
好
き
な
性
格
の
た

め
ば
か
り
で
な
く
、
し
尿
を
下
水
に

流
さ
ず
、
田
畑
で
肥
料
と
し
て
う
ま

く
利
用
し
て
い
る
せ
い
だ
と
、
本
に

書

い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
公
害
や
衛
生
な
ど
の
問

題
か
ら
、
堆
肥
に
加
工
し
た
り
、
処

理
場
で
浄
化
し
て
い
ま
す
。

不動産の登記事務がコンビュータ処理になります
芯お.ご迷惑をおかけしますが，平成 9年 3月 

5日制から平成 9年 3月 7日働までの 3日聞は.

コンピュータ処理への切替え作業のため，事実上.

登記事項証明書等の発行ができなくなりますので，

ご理解とご協力をお願いします。

-お問い合わせ先-徳島地方法務局小松島出張所

宮(08853)2一回49

徳島地方法務局小松島出張所では.平成 9年 3月 5日制かう

管轄区域内(小松島市.勝浦町.上勝町)の r土地・建物』の

登記事務をコンピュータにより処理することとなりました。

コンピュータ処理に芯りますと，謄本.抄本，閲覧の取扱い

が次のように変わります。

(現行変更後)  

0不動産登記簿の謄本，抄本→登記事項証明書 

0不動産登記簿の閲覧→登記事項要約書

こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
大
小
便
(し

尿 
)
が
大
切
な
肥
料
と
な
る
の
は
、

同
じ
田
か
ら

一
年
に
二
度
も
米
や
麦

を
作
る
よ
う
に
な

っ
た

二
二
世
紀
ご

ろ 

(鎌
倉
時
代
)
か
ら
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
農
家
は
自
分
の
家
の
便

所
の
し
尿
だ
け
で
は
た
り
ず
、

町
の

人
の
し
原
を
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま

。
や
が
て
、

町
で
は
し
尿
を
買
い
取

っ
て
農
家
へ
売
る
商
売
も
で
き
て
、

し
尿
は
、
田
畑
の
肥
料
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
町
で
は
水
路
へ
流

れ
る
の
は
、
雨
水
、
台
所
、
風
呂
の

水
だ
け
で
し
た
。

江
戸
時
代
の
江
戸
の
町
で
は
、
長

屋
が
両
側
に
な
ら
ぶ
路
地
の
ま
ん
中

の
下
水
の
ど
ぶ
が
あ
り
、
上
に
板
で

ふ
た
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ど

ぶ
は
、
大
き
な
道
路
の
端
の
大
ど
ぶ

に
流
れ
こ
み
、
大
ど
ぶ
は
堀
割
に
流

れ
て
、
海
ま
で
つ
な
が
つ
で
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
町
の
人
た
ち
は
下
水

路
を
管
理
す
る
た
め
の
下
水
組
合
も

回
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回

J

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
で
流
行
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
か
ぜ
に
か
か
ら
な
い

よ
う
日
常
生
活
で
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

日 日程 内 企ポミi= 受付時 間 場 所 大す 象 者 持参するもの他� 

3 月 母と子の健康F教室�  9 : 30~14 : 00 中山集会所 幼児と母親及びその家族� 

4 火 久国愛育班10周年記念事業� 1 3 : 00~ 久国集会所 久 国 区 民� 

5 *母と子の健康教室�  9 : 30~14 : 00 沼江集会所 幼児と母親及びその家族� 

6 木 健 康 本目 言炎� 9 :30~11:00 山西集会所 一 般 住 民 健康手帳�  

" ク 健 康 本目 言炎� 13:30~15 : 00 棚野集会所 一 自主 住 民 健康 手帳�  

10 月 母と子の健康教室�  9 : 30~14 : 00 星谷集会所 幼児と母親及びその家族� 

12 水 母と子の健康教室�  9 :30~14:00 今 山 ふれあい
交流館�  

幼児と母親及びその家族

14 金� 1歳� 6か月児健康診査� 13 :30~14:00 勝浦病院�  
H 7 . 6 . 1 ~ 8. 31まで
に生まれた子� 母子健康手帳

17 月 母と子の健康教室�  9 :30~14:00 坂本集会所 幼児と母親及びその家族� 

19 *母と子の健康教室�  9 :30~14:00 農村環境改善
セ ン タ ー �  幼児と母親及びその家族

20 木 健 康 中目 談� 9 :30~11 :00 久国集会所 一 般 住 民 健康手帳�  

" 
。 健 康 キ目 百炎� 13 : 30~15:00 生名センター 般 住 民 健康手帳�  

21 金 離乳食講習会�  13 :OO~14:00 農村環境改善�  

セ ン タ

H 8 .6.1 ~12. 31まで

に生まれた子
母子健康手帳� 

" 。 乳児 健 康 診 査 �  14:00~14:30 

24 月 母と子の健康教室�  9 :30~ 14:00 掛谷集会所 幼児と母親及びその家族� 

25 火 母と子の健康教室�  9 :30~14:00 勝浦会館 幼児と母親及びその家族� 

27 木 健 康 本目 言炎� 9 :30~11 :00 横瀬集会所 一 自主 住 民 健康手帳�  

" 。 健 康 本目 3炎� 10 :OO~11 :30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健康手帳�  

" 

28 

。

金

健 康 キ目 三ロ3グ~ 

コレステロール教室�  

13 : 30~15 :00 

9 : 00~ 10 : 00 

中角集会所

農村環境改善
センター

般 住 民

コレスア常ロール. 中れ位る� :D人旨
肪に異が認めら�  

健康手帳�  

健康手帳

①
外
出
を
し
た
ら
よ
く
手
を
洗
い

(
三
十
秒
以
上
)
う
が
い
を
充

分
す
る
。

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
水 

fr

い

め

ゃ
な
た

ザ
ら
る

ン

か

す

工

か

ルフ
ぜ、に

〆い 

1
r
P

分
の
補
給
に
努
め
る
。

麻しん予防接種について� 

注
意
す
る

⑤
室
内
の
温
度
、
湿
度
、
換
気
に

白

O 

Rf

⑥
寒
さ
に
強
く
な
ろ
う
。
(
乾
布
摩

擦
な
ど
で
体
を
鍛
え
る

「
広
報
か
つ
う
ら
」
一
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
と
お
り
、
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破

傷
風
三
種
混
合
と
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
二
種

混
合
及
び
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
町
内
医
療
機

関
に
お
い
て
二
月
末
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
該

当
者
は
、
予
防
接
種
説
明
書
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク

を
確
認
の
上
、
定
期
接
種
の
期
間
内
に
受
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

※
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

※
任
意
接
種
と
な
っ
た
場
合
は
麻
し
ん
六
千
円
、

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
三
種
混
合
五

千
五
百
円
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
二
種
混
合

四
千
五
百
円
と
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
医
療
機

関
窓
口
へ
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課
保
健

婦
へ
(
電
話
二
|
二
五

一
一
)

2月の保健行事� お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

百日咳，ジフテリア，破傷風三種混合

ジフテリア，破傷風二種混合及び

ヲ
'
h

、
-

③
睡
眠
は
充
分
に
と
り
、
疲
労
を
た
め
な
い
よ

う
こ
す
る

④
人
混
み
は
さ
け
る
。 

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
百日咳ジフテリア破傷風三種混合ジフテリア破傷風二種混合
及び麻しん予防接種について

MUS04
テキストボックス
インフルエンザやかぜにかからないようにするため

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



タも1

争遊びは罪悪であると思う 争休日は�  1日ゴロゴ口

(ストレス解消の巧みな人こそ. (疲れがかえって憎してしまう。

現代を生き残れる。心から楽し� 1i昼間たっても記憶に残るよう

める遊びゃ趣味を見つけよう) な趣味や運動を楽しもう)� 

l ~ー‘・量

令家族団らんの時聞かない

(忙しいというより.仕事から離 (時間はつくるもの。会話のある，
れるのが不安定玉のではつ仕事は 明るい家庭が健康の基本である
家の玄関でサラリと忘れる) ことを忘れすに)

争週2日は徹夜マージャン

(寝不足，ストレス腰痛.栄養
障害など，不健康のきわみ。ま

す生活改善から)

1

争少しの距離でもタクシー� 4-朝ぎりぎりまで寝ている

(基本料金の区間ぐらい忽う.歩 (時間に追われる生活がストレス
け，歩け。運動嫌いのものぐさ を助長する。� 30分早起きして時

人聞はポケるのも早い) 間に追われない生活に)

、‘ーー

争立っている者は親でも使う 争便通は出たとこ勝負

(動かなすぎを解消するには.生 (不規則な排便は.便秘を招さ
活の中で不精をしないで，こま 痔や直腸がんの原因になる。朝

めに動くのが一番) 食後.毎日排便する習慣を)... 

4-楽しみは1日間叫(3合)の鵬1 命 コーヒーに砂糖は3杯

(完全忽飲みすぎ。健康にいいの (糖分のとりすぎは動脈硬化を招

は1日180me (1合)まで。この程 いて脳卒中や心臓病の原因に。

度までは落としたい) 砂糖はせいぜい� 1杯まで)� 

.ー'

4-健庫診断を受けたことがない 今早めしが特技�  

(食事は楽しみながら，よくかん

で食べるのがよい。早めしは肥
満の原因にも怒る)� 

圏 、、ー� ' 
a・a圃・・ f 幅~I J ・� 

~・・‘ 

気E三� j二J
~\ 

‘-L- 一、~ 

F 、、、

固

や風呂はあっ湯にかぎる 争禁煙など考えもしない

従来使用されていた成人病という名称を本年

度は，生活習慣という要素に着目した疾患群の

概念を「生活習慣病」として定め.� 2月� 1日か

ら7固までの� 1週間を生活習慣病(成人病)予

防週間として予防対策の一層の推進を図るため

に定められています。

「見直しませんか，あなたの生活習慣」

あなたの生活習慣を振り返って， 該当するも

のがあれば.各項目の上にあるυを黒く塗りつ

ぶしてください。黒丸が� 5つ以上ついた人は要

保健婦1:より

生活習慣病予防週間
 

(2 月 1 日~7 日)

注意。生活習慣を大きく変える必要があります。

カッコ内は生活習慣改善のヒントです。参考に

しましょう。� 

(高血圧の人はあっ湯はタブー。 (自分の健康のためばかりでな ( r忙しいJr病気が見つかると
ぬるめの湯にのんびり入るのが く，家族や周囲の人たちのため 怖い」など，理由を考える前に.
養生法) にも� 1日も早く禁煙を) 年中行事と思って受診を)

MUS04
テキストボックス
保健婦だより
生活習慣病予防週間

MUS04
スタンプ
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会件Lω

~健康・イベントに関する情報満載~

|国保情報サービスのご案内|

女情報内容

栄養についての情報	 3010 高血圧を予防する食生活 
3011 離乳期の食事 ーいますぐダイヤル  
3012 幼児期の食事 
3013 学童期の食事 ft0886-37-1500 
3014 思春期の食事 
3015 妊娠中の食生活 ※案内に従って37をダイヤルしてください。

運動についての情報 3030 首の動きを改善する運動 途中で案内を省略する場合は#を 2回押してくだ

3031 腰痛を予防する体操 さい。 

3032 膝の痛みを改善する運動

各市町村のイベント情報 3050 月毎の健康まつりイベン卜情報 徳島県国民健康保健情報センター

3051 県内各地の名勝 (県国保連合会内) 
3052 県内各地の休養施設案内

阪神・淡路大震災が原因で 鑓白岩ヂミ2)@唇
神戸市から転入された ふê~邑曾訣ヨ&切

皆さんヘ

¥J  まだ神戸市の広報紙の郵送サービスを受
第 9回「ビ‘ック‘ひな祭り」に

けていない人で.郵送を希望される方は， 多数のご参加を f

官製ハガキの裏に

①名前(フリガナ).②現在の避難先の住


所(事，団地名，棟・号，様方なども八ツ


キリと).③電話番号，④避難先の住宅の種


類(親類宅，仮設住宅，公曽住宅，社宅，


民間賃貸住宅など)と入居年月日.⑤避難


前の神戸市での住所・電話番号をもれなく


ご記入のうえ，事650神戸市中央区加納町 近畿かつううふるさと会では. 3月 1日(i)に役員会を開催し，

6-5-1 神戸市広報課こうべ係 第 4回の総会や新年度の活動方針等について協議するほか，翌
(宮078-322-5085)までお送りください。 日には勝浦町の 3大イベン卜でいまや日本ーとなっている rビ

ッグひな祭り」に参加し ふるさとのよさを再認識したいと思


っています。


なお，ビ、ツグひな祭りは 2月23日(日)から 3月 3目白)までの 9

日間行われます。期間中は楽しいイベントやひな市も開催され


ますので，会員の方もぜひ参加されてはいかがでしょうか。

園

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

MUS04
テキストボックス
近畿かつうらふるさと会だより

MUS04
テキストボックス
阪神淡路大震災が原因で神戸市から転入された皆さんへ

MUS04
テキストボックス
第9回ビッグひな祭りに
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川端� 
3

もうお済みですか?第 3号被保険者特例届

平成  9年3月31日で受付が終ります O

ア国/
叶ラ 1)ーマンの事時
保険料日ムれ
なぐ之モいいから
ぶ~I訳、たいわー

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
の
加
入
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満

の
方
は
、
届
出
を
す
れ
ば
、
国
民
年
金
の
第
三
号

被
保
険
者
と
な
り
ご
自
分
で
保
険
料
を
負
担
し
な

く
て
も
、
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
の
加
入
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料

を
納
め
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
届
出
が
二
年
以
上
遅
れ
た
場
合
は
二

年
を
越
え
た
期
間
に
つ
い
て
は
保
険
料
未
納
の
期

間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
九
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に

『第
三
号
被
保
険
者
特
例

届
』
の
手
続
き
を
行
え
ば
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

一
日
以
降
で
未
納
と
な
っ
て
い
る
期
聞
が
特
例
的

に
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
さ
れ
、
将
来
の
年
金

に
結
び
付
き
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
に
関
す
る
届
出
は
、
厚
生
年

金
保
険
・
共
済
組
合
加
入
者
の
転
職
・
退
職
の
度

に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、
今
ま
で
届
出
を

忘
れ
て
い
た
期
聞
が
な
い
か
、
お
早
め
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

第
三
号
被
保
険
者
該
当
届
・
第
三
号
被
保
険
者

特
例
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
厚
生
年
金

保
険
・
共
済
組
合
保
険
料
の
個
人
負
担
が
増
額
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

届け出をしないと国民年金に

加入したことにはなりません。

夫
は
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
は
保

険
料
を
納
め
な
く
て
も
年
金
。
か
も
う

え
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

ま
ま
伺
も
し
な
く
て
も
い
い
の
で
し

ょ
う
か
?

届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
加
入
し
た

こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
九
年
三

月
ま
で
の
聞
に
届
け
出
れ
ば
、
過
去

の
未
届
の
期
聞
が
保
険
料
納
付
済
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
日
も

早
く
加
入
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

MUS04
テキストボックス
国民年金から

MUS04
テキストボックス
届け出を忘れたサラリーマンの奥さん
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みかんの勢定実習と研究会への

参 加者 募集

本町の基幹産業であるみかん栽培の振興を願って� 

rJA勝浦郡」と 「勝浦町シルバー人材センター」

が共催し.みかんの到定実習と生産 ・販売等の研究

会を実施することとなりました。

ご多忙中と思いますが多数の方のご参加を期待い

たしております。

〈開催要項〉� 

(1J日 時� 平成9年 2月23日(日)� 

9 : OO~12 : 00 

(雨天のとき下記に変更)

平成9年� 3月2日但) 

9 : 00~12 : 00 

( 2 J日� 程� 研究会 9 : OO~10 : 00 


関定実習 10 : OO~12 : 00 


( 3 Jところ 研究 会 -生名 東林庵� 

実 習�  -生名

尾花清さん裏のみかん園

(略図)

(4J指導者 研究会 JA勝浦郡営農販売部

部長 西 麗美さん

実習 勝浦町シルバー人材センター

会員� 稲川 稔さん

(5 Jその他 -参加料は無料

・関定用ハサミ・のこぎり持参のこと� 

人材センターでは，男定 ・その他の仕事のできる方

の入会をお待ちしております。� 

勝浦町緑化

キャンペーン

多くの住民の方に緑化普及啓

発活動の機会が得られるように

するため，苗木及び花の種子を

無料で配布いたします。

-日時 平成9年� 2月16日

午前10時から正午まで

-場所 役場正面玄関前

-問い合わせ 役場産業課

町道や公共施設に植えていた

だける方に無料で配布いたしま

建
築
、
土
木
等
工
事
の

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
受
付

平
成
九
年
度
に
勝
浦
町
が
発
注
す
る

明
書

(写 

)
・
建
設
業
労
働
災
害
防
止

建
設
工
事
の
「
指
名
競
争
入
札
参
加
資

協
会
加
入
証
明
書

(
写 
)
・
任
意
労
災

格
審
査
申
請
書
」
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

制
度
加
入
証
明
書
ま
た
は
振
込
み
通
知

申
請
に
は
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す

0

書

(
写
)
・
代
表
者
の
世
帯
全
員
の
住

・
建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

民
票

審
査
申
請
書

・
建
設
業
法
第
三
条
第

一

受
付
期
間

三
月
三
日 

三
十
一
日

項
に
規
定
す
る
建
設
業
の
許
可
を
証
明

す
る
書
面
・
営
業
所

一
覧
表

・
使
用
印

受
付
場
所

役
場
建
設
課

鑑
届
及
び
印
鑑
証
明
書

・
工
事
施
工
金

※
現
在
登
録
さ
れ
て
い

る
方
の
有
効
期

額
調
書
・
工
事
経
歴
書

・
業
態
調
書
・

限
は
、
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま

・
職
員
数
調

・
業
者
カ
ー
ド
・
主
要
取

で
で
す
の
で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ


引
金
融
機
関
調
書

・
営
業
用
機
械
器
具

さ
い
。
但
し
、
町
外
建
設
業
者
は
、


調
書
・
商
業
登
記
簿
の
謄
本 

(法
人
に

平
成
九
年
度
を
最
初
の
期
間
と
す
る


限
る 
)
・
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書 

隔
年
ご
と
の
申
請
と
な

っ
て
い
ま
す
。


(写
)
・
身
分
証
明
書

・
納
税
証
明
書

詳
し
く
は
、
建
設
諜

へ
お
問
い
合
せ

・
労
働
保
険
加
入
証
明
書

(
写
)

・
建

く
だ
さ
い
。 

設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
、
履
行
証

(
告
二 
|
二
五

一一

内
線

一
二
番
)

iすが，数に限りがございますの

で早めにお越しくださいますよ

うご案内いたします。

図
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テキストボックス
みかんの剪定実習と研修会への参加者募集
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会
期
を
延
長
し
て
日
曜
日
を
二
回
組

み
入
れ
る
。
駐
車
場
を
増
設
す
る
。

案
内
や
標
識
を
多
く
す
る
。
な
ど
会

場
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
団
体
で
お
越
し
の
方
は
、

日
程
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
配
慮
く
だ
さ
い 

0 

0
連
絡
先
二
|
二
五
一
一

〈主
な
イ
ベ
ン
ト
〉

安
二
月
二
十
三
日
日

。
「
ひ
な
人
形
に
贈
る
こ
と
ば
」
発

表
・
展
示
・
入
賞
文
配
布
九
時

。
大
正
琴
演
奏

(
立
江
ヒ
ラ
リ 

ズ

様

)

十

時 
1
十
二
時 

l

。
お
手
玉
競
技

会

十

時 
1
受
付
、

十
三
時
競
技
開
始
、
段
位
認
定

後
で
お
手
玉
の
会
員
演
技
披
露

女
三
月
一
自
国

。
初
節
句
記
念
写
真
サ
ー
ビ

ス

九
時
1 

0
生
田
流
琴
演
奏

(
近
藤
幾
江
様
他 
)

十
時

1
十
二
時

00* 
ピミ ひ
ツニ

グひ な
ひな
な市 市
市

コ月

月干

日日

百大
日

月

日

〈飾
る
ひ
な
人
形
受
付
〉

家
で
飾
ら
な
く
な
っ
た
ひ
な
人
形
や
手
作
り
の
ひ
な

人
形
を
、
一
堂
に
集
め
て
飾
り
供
養
し
ま
す
の
で
、
持

参
ま
た
は
宅
配
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
二
月
十
四
日

か
ら
十
六
日
の
三
日
間
、
九
時
か
ら
十
六
時
ま
で
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
付
け
ま
す
。

な
お
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
や
金
属
ひ
な
壇
は
、
お
引
取

り
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

〈稚
児
行
列
参
加
申
込
み
受
付
〉

先
着
百
名
、
衣
裳
代
二
千
円

パ
ー
ト 
9


申
込
先
町
役
場
内
ピ 
y

グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会
(
宮
一
丁
二
五
一
一
)

申
込
締
切
り
二
月
二
十
日

〈ひ
な
人
形
飾
付

け
に
ご
協
力
を
〉

百
段
の
ジ
ャ
ン

ボ
ひ
な
壇
を
中
心

に
、
一
万
体
の

ひ
な
人
形
を
飾
付

け
る
に
は
、
延
二

百
人
の
協
力
が
必

要
で
す
。
二
月
十

六
日
間
九
時
か
ら

勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
飾
付
け
を
行

い
ま
す
の
で
、
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

h
F

王
朝
絵
巻
さ
な
が
ら
の
ひ
な
行
列

勝
浦
に
春
を
呼
ぶ
「
ビ

ッ
グ
ひ
な

。
子
供
映
画
祭
り
十
四
時

1

祭
り
」
も
、
第
九
回
を
迎
え
ま
す
。

十
六
時
1

本
年
も
、
百
段
の
特
大
ひ
な
壇
を

女
三
月
二
日
目

中
心
に
一
万
体
の
ひ
な
人
形
を
飾
り
、

。
ひ
な
行
列

・
稚
児
行
列
九
時
三

い
ろ
い
ろ
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
く
り

十
分
J
A
本
所
集
合
、
十
時
出
発

ひ
ろ
げ
ま
す
。

。
供
養
神
事
十
一
時

本
年
は
、
前
回
を
上
回
る
沢
山
の

〈
〉
三
味
線
演
奏
(
梅
若
朝
啄
会
様
)

来
場
者
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の

十
時

1
十
二
時

で
、
会
場
を
二
会
場
で
拡
張
す
る
。

。
も
ち
つ
き
大
会

十
一
時
三
十
分 
1

-主催 ビッグひな祭り実行委員会

・会期� 2月23日日-3月3日伺)

・第1会場勤労福祉センター

・第2会場環境改善センター

・ビ‘ッグひな祭りのお問い合わせは� 

NTIハローダイヤルとくしま

非8886
丁目ー

(886)54-8600 

FAX(886)25-4719 
企豪華けんらんのピッグひな祭り会場風景

勝減町ど、ッグひ念祭り写真募集

-応 募 先 〒771-43 徳島県勝浦郡勝浦町久国 -出品料 無料

勝浦町役場内 ビッグひな祭り実行委員会事務局 ・応募資格 不問

宮� (08854) 2 -2511 ・審 査 本会委嘱の審査委員による。

・募集内容 ・賞

勝浦町で� rひな祭り」をテーマにした写真を募 最優秀賞� l点・・・賞状， 副賞

集。ひな祭りに関するものなら何でもよい。これ (勝浦町持産品を四季に贈呈 3万円相当分)

は，毎年� 3月，勝浦町で行われている「ビッグひ 優秀賞�  10点・・・賞状，副賞

な祭り」第10回開催を記念して実施する。� rビッ (勝浦町特産品を春秋に贈呈 1万円相当分)

グひな祭り」は，全国各地から寄せられたひな人 佳 作若干…賞状，副賞

形� 1万体を100段のジャンボひな壇などに飾り，供 (勝浦町特産品を贈呈 5千円相当分)

養する華麗なひな祭り。 -締 切り 平成�  9年� 3月31日(当日消印有効)

・応募規定 ・発 表 平成�  9年� 5月31日

カラー� 4ツ切(ワイド� 4ツ切も可)。作品裏面に 作品展示は平成10年� 3月

画題，郵便番号，住所，氏名，性別，職業，電話 第10回ビッグひな祭り会場

番号，撮影場所，撮影年月日を明記。 -主催 ビッグひな祭り実行委員会

入賞作品はネガ提出。提出作品は� l人� 1点に限る。 ・著作権 応募作品は主催者に属します。

園
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園

¥
大
字
三
渓
字
中
村

/
大
字
三
渓
字
定
岡

大
字
棚
野

字
北
川
原

大
字
中
角

字
豊
田

大
字
沼
江

字
神
谷

樫 中 原
里子 村

電
電
電
電


ロ
月
旧
日 
1
9年
1
月
日
日

大
字
坂
本
字
平
野
新
居
伊
佐
男
(
引
歳
)

大
字
棚
野
字
桧
阿
坂
田
マ
サ
ヱ
(
剖
歳
)

救
急
患
者
輸
送
業
務

大
字
沼
江
字
西
谷
西
谷
正
(
剖
歳
)

電
話
番
号
は

(
敬
称
略
) 

大
字
棚
聖
子
山
陰
原
利
昭
(
印
歳
)

大

字

沼

江

字

神

谷

東

久

雄 

歳
)

(η

教室名 実 施 日 時 間� 

6 13 20 27 
陶� τ一+z+z4・ 午後� 7:30~ 

木 木 木 木� 

7 21 
着付け 午後� 8:OO~ 

金 金� 

6 13 20 
手� τー+z+，. 午後� 7:30~ 

木 木 木� 

12 19 26 
踊 り 午後� 8:OO~ 

水� 71< 71< 

5 20 
生け花 午後� 8: OO~ 

71< 木� 

7 14 21 
習 字 午後� 7: OO~ 

金 金 金� 

13 22 27 木眼目は午後� 11埼

大正琴 土隠日は

木 土 木 午後� 6時30分から

②⑨ 
心配ごと相談

-日時 2月7日(創
 

2月14日(創
 

2月21日倒


2月28日(剣

-時間


午前10時~午後� 3時


・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センタ� -2階

l-お気軽叶
ますので
受…り

(
四
月
か
ら
) 

7

一
|
二
五 

O
O

ご
結
婚
お
め
で
と
う

速西

水山�  

麻善

帆裕

お
誕
生
お
め
で
と
う

良
作
ノ
長
女

晴
美
¥
み
づ
穂

卓
史
ノ
二
女

由
紀
¥
磨
璃
有

善
久
/
長
男

雅

美

¥

達

也

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
山
路
大
久
保
明
(
訂
歳
)

大
字
三
渓
字
定
問
中
瀬
牧
子
(
部
歳
)

大
字
三
渓
字
格
谷
谷
尻
貞
子
(
九
歳
)

大
字
三
渓
字
棲
淵
小
倉
久
雄
(
引
歳
)

ご
主
人
。

こ
ん
ど
の

選
挙
に
お
出

ι

む
ヲ
た
ゐ
で
し
ょ

業
務
委
託
先
の
電
話
番
号
(
二
|

二 

六
八
)
で
し
た
が
、
平
成
九
年

O

夜間救急当番表� 勝浦会館 2月行事� 
¥ーノ

大
字
中
角
字
研
谷
西
高
一
(
九
歳
)

大
字
中
角
字
大
紋
麻
植
千
恵
子
(
∞
∞
歳 
)

大
字
棚
一
聖
子
竹
園
遠
藤
重
勝

(η
歳 
)

善

意
あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

児
月
市
日 
1
9年
1
月
四
日

中
野
照
夫
さ
ん
(
横
瀬
)

谷
尻
松
雄
さ
ん
(
中
山
)

西

谷

章

さ

ん 

(
A
7
山
)

小

倉

勇

さ

ん

(

横

瀬

)

匿

名

(

坂

本

)

匿

名

(

横

瀬

)

匿
名
(
奈
良
県
生
駒
市
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

四
月
一
日
か
ら
町
管
理
の
二
|
二
五

0
0に
変
わ
り
ま
す
。
間
違
わ
な
い

よ
う
、
ま
た
正
し
く
利
用
し
て
く
だ

大
」
い
。

2月②日 上勝診療所� 6-0302 

2月� 4日 勝浦病院�  2-2555 

2月� 6日 上勝第二診療所� 5-0152 

2月� 8日 勝浦病院�  2-2555 

2月10日 山西医院�  2-3027 

2月12日 勝浦病院�  2-2555 

2月14日 湯浅 医院�  2-2003 

2月⑬日 勝浦病院�  2-2555 

2月18日 赤岩 医院�  2-2006 

2月20日 勝浦病院�  2-2555 

2月22日 上勝診療所� 6-0302 

2月24日 勝浦病院�  2-2555 

2月26日 』葬第二診療所� 5-0152 

2月28日 勝浦病院�  2-2555 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで
問い合わせください。� 

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで
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